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私
の
勤
め
る
﹁
竹
島
水
族
館
﹂
と
い
う
水

族
館
は
愛
知
県
の
蒲
郡
市
に
あ
る
全
国
屈
指

の
地
方
の
小
さ
な
水
族
館
で
す
︒
大
学
を
卒

業
し
︑
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
水
族
館
飼
育
員
の

夢
を
叶
え
て
こ
の
水
族
館
に
勤
め
始
め
ま
し

た
が
︑
小
さ
い
・
お
金
も
な
い
・
知
名
度
も

な
い
・
人
気
の
生
き
物
も
い
な
い
・
職
員
も

さ
ほ
ど
や
る
気
が
な
い
と
﹁
な
い
も
の
﹂
ば

か
り
で
︑当
時
の
館
内
は
客
が
ま
ば
ら
で﹁
つ

ま
ら
な
か
っ
た
ね
﹂
と
言
っ
て
出
て
い
く
人

も
多
く
い
ま
し
た
︒
せ
っ
か
く
入
社
し
た
水

族
館
で
す
し
︑
何
よ
り
も
水
槽
に
入
っ
て
い

て
も
見
て
も
ら
え
な
い
魚
た
ち
が
か
わ
い
そ

う
に
思
え
て
何
と
か
こ
の
水
族
館
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
が
﹁
な
い
も
の
だ
ら

け
﹂で
何
も
で
き
ず
落
ち
込
む
毎
日
で
し
た
︒

　

毎
日
落
ち
込
む
ば
か
り
で
客
は
年
々
減

り
︑
閉
館
の
危
機
で
し
た
︒
崖
っ
ぷ
ち
に

立
た
さ
れ
た
時
︑
ふ
と
﹁
な
い
も
の
だ
ら

け
﹂
は
何
に
比
べ
て
﹁
な
い
も
の
﹂
な
の
か

と
思
い
ま
し
た
︒
そ
れ
は
﹁
た
く
さ
ん
色
々

な
も
の
が
あ
る
裕
福
な
立
派
な
水
族
館
に
比

べ
て
﹂
で
し
た
︒
要
す
る
に
隣
の
芝
が
青
く

見
え
︑
う
ら
や
ま
し
く
て
情
け
な
く
な
っ
て

し
ょ
げ
て
い
た
の
で
す
︒
そ
こ
で
他
の
羨
ま

し
い
施
設
と
比
べ
る
の
は
や
め
よ
う
︑
自
分

た
ち
の
良
さ
を
ま
ず
探
し
て
伸
ば
そ
う
と
考

え
を
改
め
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
自
分
た
ち
の

良
さ
は
ほ
ぼ
な
く
︑
ま
た
し
て
も
情
け
な
く

な
っ
て
し
ょ
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

　

し
ょ
げ
て
い
て
も
仕
方
が
な
く
何
も
始
ま

ら
な
い
の
で
︑
最
終
的
な
投
げ
や
り
根
性
で

逆
に
﹁
な
い
も
の
だ
ら
け
﹂
を
材
料
に
行
動

し
ま
し
た
︒
お
金
が
な
い
の
で
画
用
紙
に
手

書
き
で
解
説
を
書
い
た
り
︑
イ
ル
カ
も
ラ
ッ

コ
も
い
な
い
の
で
釣
っ
て
き
た
魚
に
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
展
示
し
た
り
︑
は
た
ま
た

飼
育
員
が
目
立
っ
て
イ
ル
カ
や
ラ
ッ
コ
の
よ

う
に
人
気
に
な
っ
た
り
︒
で
き
る
こ
と
は
何

で
も
し
ま
し
た
︒
次
第
に﹁
面
白
い
︑頑
張
っ

て
い
る
﹂
と
話
題
に
な
り
客
足
は
増
え
始
め

ま
し
た
︒

　

苦
難
な
と
き
に
諦
め
て
折
れ
て
し
ま
っ
て

は
物
語
は
訪
れ
ま
せ
ん
が
︑
苦
し
い
時
で
も

折
れ
ず
に
必
死
に
も
が
き
行
動
す
る
こ
と
で

様
々
な
物
語
や
本
人
で
も
驚
く
未
来
が
待
っ

て
い
る
事
を
学
び
ま
し
た
︒
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九
月
二
十
一
日
︑
午
後
一
時
半

よ
り
岐
阜
自
動
車
会
館
︵
岐
阜
市

日
置
江
︶
に
お
い
て
︑
岐
阜
県
自

動
車
会
議
所
・
岐
阜
県
交
通
安
全

協
会
主
催
の
交
通
安
全
祈
願
祭
が

宮
本
主
監
お
導
師
の
も
と
厳
修
さ

れ
ま
し
た
︒

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
実
施
さ
れ
る
﹁
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
﹂
に
合
わ
せ
︑
岐
阜
県

で
は
二
十
一
日
︑﹁
自
動
車
交
通

事
故
防
止
大
会
﹂
が
岐
阜
自
動
車

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
︑
大
会

冒
頭
︑
交
通
安
全
祈
願
祭
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

大
会
に
は
岐
阜
県
内
の
自
動
車

関
係
︑
交
通
安
全
関
係
の
代
表
者

な
ど
︑
約
三
〇
〇
人
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
︒

　

九
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日

ま
で
︑
犬
山
市
観
光
協
会
が
主
催

す
る
﹁
ぶ
ら
り
城
下
町
デ
ジ
タ
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
２
２
﹂
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

ス
マ
ホ
に
専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
︑
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
︵
149
店
舗
︶
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
︑
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
を
集
め
る
と
い
う
も
の
で
︑
抽

選
で
豪
華
景
品
も
当
た
り
ま
す
︒

　

当
山
も
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
︒
秋
の
犬
山
散
策

の
折
に
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
︒

秋
彼
岸
会
法
要
営
む

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
十
一
時
よ
り
本
堂
に
て
厳
修

　
宗
祖
弘
法
大
師
報
恩
法
要

　
出
世
稲
荷
法
楽

　
　︵
午
前
十
時
　
弘
法
堂
︑
出
世
稲
荷
堂
︶

記
念
大
法
要

開
創
六
十
九
周
年
記
念
大
祭

記
念
大
祭
行
事
日
程

　
記
念
大
法
要
　︵
午
前
十
一
時
　
本
堂
︶

　
記
念
大
祭
式
典

　
　︵
記
念
大
法
要
終
了
後 

本
堂
︶

　
大
祭
記
念
大
護
摩
供

　
　︵
午
前
九
時
︑
午
後
一
時
︑
三
時
　
本
堂
︶

　
八
方
宝
剣
法
要

　
　︵
午
前
九
時
半
　
祈
祷
殿
屋
上
︶

十
一
月
二
日
︵
水
︶

十
一
月
三
日
︵
文
化
の
日
︶

デ
ジ
タ
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

当山ではご信徒皆様が安全に参拝できる
よう、以下の対策を実施しております。

当山の新型コロナウイルス感染防止対策

◆受付窓口へのビニールガード設置
◆アルコール消毒液の設置
◆受付職員のマスク着用
◆諸堂の換気の徹底
◆本堂参拝者への検温
◆本堂参拝者の入堂人数制限

ご参拝の際は、マスク着用、手指消毒など感
染予防にご協力お願いいたします。体調がす
ぐれない時はご参拝をお控え下さい。

本年の学童席上揮毫大会は中止します

　

秋
の
お
彼
岸
中
日
に
当
た
る
九

月
二
十
三
日
︑
午
後
一
時
半
よ
り

弘
法
堂
に
お
い
て
︑
小
豆
畑
法
教

部
長
導
師
の
も
と
秋
彼
岸
会
法
要

が
営
ま
れ
ま
し
た
︒

　

法
要
に
は
当
山
関
係
物
故
者
の

ご
遺
族
を
始
め
︑﹁
霊
雲
閣
﹂
に

お
位
牌
を
奉
祀
さ
れ
て
い
る
ご
遺

族
が
多
数
参
列
さ
れ
︑
諸
精
霊
に

供
養
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

ま
た
法
要
後
は
︑
霊
雲
閣
に
て

位
牌
を
奉
祀
さ
れ
た
各
家
の
先
祖

代
々
精
霊
へ
の
回
向
が
営
ま
れ
ま

し
た
︒

交
通
安
全
祈
願
祭
厳
修

岐
阜
県
自
動
車
会
議
所 

・
岐
阜
県
交
通
安
全
協
会
主
催

岸
田
照
泰
貫
首
猊
下
ご
巡
錫

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

岸
田
照
泰
貫
首
猊
下
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名
古
屋
成
田
講

　
　
　
　
支
部

石
田　

昇

岡
部　

晴
洋

松
永　

雅
彰

石
田　

守

横
井　

吉
英

水
野　

素
和

岡
田　

正
光

小
島　

玲
子

長
瀬　

佳
人

小
島　

満
子

小
島　

章

岡
田　

義
次

丹
羽　

順
子

奥
田　

隆

林　

晃
弘

長
瀬　

傅
郎

佐
合　

今
勝

岩
田　

一
宏

岩
田　

勝
利

奥
田　

弘
美

石
田　

登

丹
羽　

好
一

岩
田　

考
司

丹
羽　

良
尚

前
田　

直
子

徳
田　

吉
典

小
崎　

邦
雄

山
田　

敏
行

横
井　

博

松
本　

邦
子

加
藤　

ミ
エ

小
嵜　

榮
之

林　

清
美

加
藤　

敬

青
木　

一
江

石
田　

作
次

服
部　

将
也

徳
田　

吉
一

成
田
山
索
の
会

　

犬
山
一
心
支
部

川
村　

武
志

河
野　

シ
ズ
子

井
川　

紀
子

井
川　

光
雄

上
林　

克
美

大
栗　

房
子

森
田　

光
子

日
岡　

智
子

青
山　

玲
子

森
川　

定
子

堀　

多
津
子

吉
野　

八
江
子

安
部　

宗
顯

島
崎　

和
江

松
井　

浩
恵

遠
藤　

光
智
子

平
田　

抄
千
代

葛
西　

仁
実

奥
田　

順
也

森
川　

德
太
郎

森
川　

み
ゆ
き

斉
田　

範
子

青
山　

皓
一

遠
藤　

正
稀

松
山　

知
里

溝
口　

政
春

細
田　

收

古
川　

克

石
原　

耕
二

石
垣　

隆
謌

二
宮　

崇
行

肥
田　

茂

肥
田　

弘
市

奥
村　

本
道

渡
辺　

良
子

大
脇　

郁
子

㈲
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　
　

宮
嶋　

脩
牟

金
子　

た
け
子

㈱
康
生　

生
駒

佐
々
木　

巽

鈴
木　

寛

内
田　

康
夫

花
村　

寿
一

日
比
野　

篤

細
江　

眞

纐
纈　

富
汎

西
川　

毅

鈴
木　

博

木
澤　

和
子

木
澤　

好
朗

倉
地　

勝
利

倉
地　

日
出
子

倉
地　

利
直

倉
地　

沙
織

石
牟
禮　

知
節

倉
地　

秀
幸

倉
地　

陽
子

武
藤　

福
光

武
藤　

美
雪

角
井　

龍
夫

角
井　

美
枝
子

浦
谷　

恒

浦
谷　

喜
代
子

山
越　

綾
子

武
藤　

梨
沙

上
手
業
務
店

矢
嶋　

謙
一

藤
墳　

波
奈

福
地　

美
和

加
川　

さ
よ

武
藤　

睦

八
代　

孝
子

恩
田　

圭
子

杉
山　

郁
子

大
野　

不
二
世

　

次
ペ
ー
ジ

　
　
　
に
続
く

屋
根
銅
板
志
納
者
・
奉
賛
金
志
納
者
芳
名

令
和
五
年 

開
創
七
十
周
年
記
念
事
業　

弘
法
堂
改
修
工
事

ご
志
納
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
信
徒
皆
様
の
芳
志
に
感
謝
し
、

芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
成
田
山
索
の
会
支
部
分
）

味
鋺
成
田
講

　
　
　
支
部

犬
山
一
心
支
部

広
見
支
部

御
嵩
冨
士
支
部

岐
北
月
参
講

　
　
　
支
部

◆
大
燈
籠

名
古
屋
鉄
道
㈱

東
邦
ガ
ス
㈱

公
益
財
団
法
人

　
　
　

田
口
福
寿
会

福
玉
精
穀
倉
庫
㈱

㈱
中
日
新
聞
社

豊
島
㈱

中
部
電
力
㈱

名
鉄
グ
ル
ー
プ

成
田
山
索
の
会

◆
燈
籠

社　

本　

宮　

明

社　

本　

光　

永

福
玉
米
粒
麦
㈱

福
玉
㈱

福
玉
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

㈲
マ
ル
カ
メ

㈲
山
東

ア
オ
ハ
ツ
㈱

カ
ス
ガ
イ
パ
ン
㈱

索
の
会
丹
羽
支
部

𫝆　

枝　

達　

夫

鈴
与
興
業
㈱

ム
ラ
カ
ワ
㈱

㈱
ナ
オ
カ

㈱
ウ
エ
ス
ギ

東
濃
運
輸
㈱

丸
門
建
設
㈱

丸
一
運
輸
㈱

㈱
丸
高
運
輸

㈱
オ
ー
エ
ヌ
ト
ラ
ン
ス

大
西
運
輸
㈱

桜
運
輸
㈱

白
帝
書
道
会

㈱
三
栄
工
業

ミ
ロ
ク
工
業
㈱

㈱
シ
ン
キ
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

田
中
産
業
㈱

成
田
山
霊
観
不
動
教
会

林　
　
　

弥　

生

山
家
建
設
㈱

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ａ
㈱

水　

野　

博　

之

㈱
速
水
運
輸

㈱
エ
ム
エ
フ
エ
ス

磯　

貝　

雄　

一

㈱
本
間
工
業

大
和
建
設
㈱

日
豊
興
業
㈱

高　

井　

公　

子

徳
川
皮
フ
科
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

㈱
山
口
工
業

浦　

本　

淳　

子

都
築
工
業
㈱

㈲
テ
ク
ノ
フ
ィ
ー
ル
ド

屋　

代　

佐
和
子

㈲
神
林
土
木

㈱
安
桜

河　

田　

眞
知
子

一
宮
不
動
産
㈱

栄
光
産
業
㈱

東
陸
ロ
ジ
テ
ッ
ク
㈱

三
建
㈱

安
藤
医
院

㈲
ノ
リ
タ
ケ

間　

宮　
　
　

進

㈱
フ
ロ
イ
デ

吉　

沼　

吾　

一

眞
和
興
業
㈱

㈱
善
芯

今
井
設
備
工
業
㈱

美
乃
又
住
宅
設
備

（資）

㈲
東
和
工
業

近　

藤　

正　

子

燈
籠
志
納
者
芳
名

令
和
五
年 

開
創
七
十
周
年
記
念
事
業　

ご
志
納
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
信
徒
皆
様
の
芳
志
に
感
謝
し
、

芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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篠
塚　

力
三

篠
塚　

力
㐂
美

篠
塚　

力
美
音

篠
塚　

力
敬

篠
塚　

力
和
季

篠
塚　

力
葉

㈲
ア
イ
シ
ン

野
村　

信
子

野
村　

玲
子

野
村　

周
平

本
田　

敏
子

植
松　

武

永
瀬　

て
つ
ゑ

小
森　

正
春

佐
藤　

敬
一

大
島　

春
夫

筒
井　

秀
一

中
島　

陸
秧

大
野　

裕
正

鶴
見　

純
一

仙
石　

高
久

鶴
長　

武
喜

板
津　

春
子

大
西　

正
勝

大
沢　

春
都
詩

南
部　

博
之

南
部　

純
子

鶴
長　

雅
子

鶴
長　

稔
久

鶴
長　

千
恵

前
田　

崇
好

前
田　

真
希

丹
羽　

律
子

仙
石　

征
男

千
田　

義
明

澤
田　

周
三

湯
本　

明
美

市
川　

健
次
郎

後
藤　

敬
治

小
川　

勉

小
川　

道
子

小
川　

博
己

青
山　

稔

丹
羽　

義
高

丹
羽　

貴
一

小
野
部　

和
伸

小
野
部　

美
幸

小
野
部　

光
起

中
島　

悦
子

中
島　

ふ
み
恵

樋
口　

武

市
橋　

基
哉

澤
田　

明

伊
藤　

正
成

橋
本　

利
光

橋
本　

美
栄
子

大
野　

慶
子

山
口　

晃

森
島　

静
子

山
口　

昭
恵

近
藤　

宏
造

近
藤　

智
子

長
谷
川　

明
男

山
口　

隆

飯
坂　

正

松
浦　

曻
一

松
浦　

美
津
子

菊
田　

晃
奘

菊
田　

紀
子

溝
口　

美
智
子

松
浦　

末
次

宮
田　

喜
佐
子

各
務　

善
暢

野
田　

芳
子

大
村　

正
通

市
川　

真
弓
子

柴
山　

三
子

坂
田　

宏
子

塚
原　

剛
毅

野
田　

正
和

塚
原　

寛
之

大
村　

喜
代
子

鰐
川　

公
子

野
田　

久
嗣

山
岸　

ユ
リ
子

吉
田　

昭

吉
田　

孝
子

吉
田　

賢
嗣

惠
村　

大
助

惠
村　

保
枝

麻
生　

正
信

麻
生　

俊
子

玉
置　

武
司

玉
置　

久
美
子

惠
村　

亜
希
子

松
井　

廣
明

松
井　

あ
つ
子

山
口　

勝
司

曽
我　

孝
子

曽
我　

勝
彦

曽
我　

重
則

曽
我　

知
子

曽
我　

み
き
子

松
野　

好
弘

三
宅　

釟
夫

三
宅　

隆
子

三
宅　

早
苗

西
村　

昭
三

木
澤　

剛

木
澤　

律
斗

林　

豊
子

白
帝
書
道
会

上
杉　

勝
治

上
杉　

啓
詞

人
見　

昭
教

人
見　

丹
佳
子

上
杉　

修
代

加
藤　

悠
翁

村
上　

知
香
子

髙
坂　

由
紀

岡
村　

直
樹

𠮷
本　

雅
胤

太
田　

学

直
井　

道
明

森
山　

保

濵
下　

和
三

関
島　

秀
司

森
田　

大
介

西
村　

和
剛

野
呂　

義
隆

レ
バ
ン
・
ユ
ー
ン

佐
藤　

正
直

阿
部　

政
義

小
竹　

幸
弘

岡
本　

隆
仁

髙
木　

定
夫

小
田　

直
輝

清
水　

忍

福
留　

光
春

木
下　

隆

山
本　

弘
之

小
川　

政
信

丸
野　

晋

山
口　

秀
哉

坂
倉　

幹
啓

二
井　

忍

山
下　

舜
騎

後
藤　

新
翔

伊
藤　

黎

竹
下　

明
良

新
井　

悠
夏

斉
藤　

司

山
中　

大
美

石
崎　

哲
也

中
嶌　

武

山
本　

敦

伊
藤　

聡
美

中
村　

眞
人

松
岡　

宏
明

今
村　

光
伸

西
田　

省
三

寺
尾　

正
典

八
木　

武
則

市
丸　

和
実

兼
子　

裕
司

小
野　

大
介

杉
田　

見
ニ

水
口　

博
郎

江
口　

ふ
み
子

落
合　

和
子

梅
本　

公
彦

田
中　

直
之

右
京　

昭
悦

川
北　

雄
哉

坂
口　

哲
洋

中
村　

正

川
崎　

清
巳

鈴
木　

宏
章

水
谷　

貴
幸

西
山　

誠

芦
田　

誠

木
下　

元
克

前
川　

実

木
下　

伸
裕

松
浦　

晃
幸

松
浦　

均

松
浦　

葊
樹

加
藤　

清

三
谷　

智
沙
都

新
居　

政
延

市
川　

い
さ
子

濱
田　

勝
威

高
橋　

進

水
谷　

弘
茂

渡
邊　

亨

川
北　

光
雄

川
口　

淳

濱
田　

晋
輔

梅
村　

幸
伸

ア
ン
ト
ン
・
ニ
ノ
・

　

サ
ワ
モ
ト
・
パ

　

ス
ク
ラ
ー
ド

竹
内　

理
佳

梅
村　

雅
博

松
本　

繁
美

佐
藤　

浩
二

ラ
ウ
デ
ン
シ
ア
・

　

ロ
ナ
ル
ド
・
ア

　

ロ
ミ
ン

桑
山　

淳

後
藤　

浩

大
塚　

正
幸

横
田　

豊
志

堀　

照
久

中
濱　

広
成

松
本　

繁
嘉

金
森　

宗
宣

西
井　

香
代
子

人
見　

實

人
見　

や
す
子

日
沖　

利
行

日
沖　

ま
す
み

小
林　

郁
子

小
沢　

由
幸

小
沢　

昌
弘

小
沢　

快
次

小
沢　

亜
矢
子

横
井　

誠

南　

勝
憲

中
嶋　

敏
幸

小
沢　

美
矩

伊
藤　

一
晃

吉
村　

の
ぶ
か

北
川　

昭
浩

磯
部　

成
伯

神
谷　

拓
満

芝
辻　

良

服
部　

修

小
川　

泰
裕

小
川　

美
樹

原　

太
郎

上
田　

恭
嗣

渡
辺　

進

水
戸
部　

俊
之

宮
國　

博
和

犬
山
成
田
講

　
　
　
支
部

白
帝
支
部

四
日
市
支
部

東
濃
支
部

開
創
七
十
周
年

　

来
る
令
和
五
年
、
当
山
は
開
創
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
同
年
は
宗
祖
弘
法
大
師
ご
生

誕
一
二
五
〇
年
と
な
る
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
大
勝
縁
に
あ
た
り
当
山
で
は
、
弘

法
堂
改
修
工
事
（
屋
根
修
繕
及
び
銅
板
屋
根
葺
替
え
工
事
、
内
外
装
改
修
工
事
）
並
び
に
境
内

各
所
整
備
の
諸
事
業
を
発
願
致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ご
信
徒
各
位
に
は
こ
の
趣
意
に
ご
理

解
ご
賛
同
賜
り
、
格
段
の
ご
信
助
を
頂
き
た
く
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
、
奉　

賛　

金　

一
口　

一
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田
山
名
古
屋
別
院

記
念
事
業
奉
賛
の
お
願
い

◆
毎
月
二
十
一
日
の
「
ほ
う
ろ
く
灸
」
は
当
面
中
止
し
ま
す
。

◆
工
事
中
は
ご
信
徒
皆
様
に
色
々
と
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

　
何
卒
ご
了
解
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

土
田
成
田
講

　
　
　
支
部

丸
山
成
田
講

　
　
　
支
部

伏
見
口
支
部
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九
月
二
十
三
日
︑
成
田
山
大
聖

寺
小
豆
畑
法
教
部
長
導
師
の
も
と

秋
彼
岸
会
法
要
が
営
ま
れ
ま
し

た
︒

　

午
前
十
時
か
ら
の
法
要
に
は
︑

檀
信
徒
を
は
じ
め
大
勢
の
ご
家

族
︑
親
族
が
参
列
さ
れ
︑
心
静
か

に
合
掌
焼
香
し
て
供
養
の
誠
を
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

本
堂
で
の
法
要
終
了
後
︑
引
き

続
き
水
子
地
蔵
尊
宝
前
に
お
い
て

法
要
が
営
ま
れ
︑
多
く
の
方
々
が

参
列
さ
れ
ま
し
た
︒

　

八
月
二
十
七
日
︑
鵜
沼
中
学
校

吹
奏
楽
部
部
員
が
︑
東
海
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
上
位
入
賞

を
目
指
し
︑
参
拝
さ
れ
ま
し
た
︒

　

同
部
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
参
拝

さ
れ
︑
市
の
大
会
︑
県
大
会
と
勝

ち
進
ん
で
き
ま
し
た
︒
こ
の
度
の

参
拝
で
は
各
パ
ー
ト
楽
器
持
参
で

来
山
さ
れ
︑
課
題
曲
を
奉
納
さ
れ

ま
し
た
︒【
写
真
下
】

　

翌
日
︑
開
催
さ
れ
た
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
銅
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
︒

　

此
度
︑
貞
照
寺
で
は
初
の
試
み

と
し
て
︑
十
一
月
十
三
日
︵
日
︶

に
﹃
貞
奴
マ
ル
シ
ェ
﹄
を
開
催
し
︑

境
内
に
て
出
展
者
様
に
よ
る
マ
ル

シ
ェ
を
始
め
︑奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
︑

写
経
を
催
し
ま
す
︒

　

詳
細
は
︑
来
月
号
で
ご
案
内
い

た
し
ま
す
︒
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
︒

　

こ
の
度
︑
貞
照
寺
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
︒

併
せ
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
︑
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
も
開
設
し
ま
し
た
︒

　

最
新
情
報
等
詳
し
く
は
︑﹃
成

田
山
貞
照
寺
﹄
で
ご
覧
下
さ
い
︒

　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講
支
部
︵
支

部
長
＝
山
本
敦
氏
︶
で
は
八
月
四

日
︑
月
参
登
山
に
併
せ
て
関
係
者

物
故
者
慰
霊
法
要
が
営
ま
れ
ま
し

た
︒

　

同
支
部
一
行
は
本
堂
で
の
大
護

摩
供
参
拝
後
︑
弘
法
堂
に
て
慰
霊

法
要
に
参
列
さ
れ
ま
し
た
︒
物
故

者
の
芳
名
と
廻
向
文
が
読
み
上
げ

ら
れ
た
後
︑
香
を
た
む
け
故
人
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
さ
れ
ま
し
た
︒

　

法
要
参
拝
に
併
せ
︑
支
部
内
の

関
係
各
社
の
方
々
に
よ
り
︑
く
る

ま
地
蔵
尊
宝
前
に
事
故
防
止
を
祈

願
す
る
幟
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
林
記

　

八
月
二
十
一
日
︑
名
古
屋
成
田

講
支
部
︵
支
部
長
＝
岡
部
幸
男

氏
︶
の
月
参
登
山
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
︒

　

本
堂
に
て
大
護
摩
供
参
拝
後
︑

三
宝
の
間
に
て
︑
来
月
九
月
十
八

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
物
故
者
法

要
に
つ
い
て
最
終
打
合
せ
が
行
わ

れ
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
は
犬
山
善
光
寺
に
て
物

故
者
法
要
が
営
ま
れ
︑
各
家
先
祖

に
供
養
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
林
記

犬
山
市　
　

㈲
マ
ル
ヒ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　

保
浦　

博
志

豊
川
市　
　

都　

築　
　

友
香
子

貞
照
寺
だ
よ
り

月
参
登
山
実
施

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202
http://naritasan-teishoji.com

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

秋
彼
岸
会
法
要

　
　
　
　

営
む

開創八十九周年

記念大祭のご案内

物
故
者
慰
霊
法
要

　
　
　
　
　
営
む

ー
港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講
支
部
ー

◆期日　10 月 28 日 （金）
　　　　開創記念大護摩供
　　　　午前 10 時 30 分より
◆場所　本堂

　貞照寺は檀信徒皆様のご信援

により、10 月 28 日に開創 89

周年を迎えます。

　当日は下記の通り記念大祭を

厳修いたします。皆様のご来山

をお待ち申し上げます。

玉た
ま
が
き垣

ご
志
納

　

の
ご
案
内

　
玉
　
　
垣

　（
境
内
、
弁
天
池
周
辺
）

一
、
金 

二
十
万
円
以
上

鵜
沼
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
必
勝
祈
願
参
拝

各
務
原
市

﹃
貞
奴
マ
ル
シ
ェ
﹄　

　
　
　
の
ご
案
内

貞
照
寺
Ｈ
Ｐ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

ー
名
古
屋
成
田
講
支
部
ー
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名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

名
古
屋
市　

野　

原　

正　

勝

　

〃　
　
　

ノ
ハ
ラ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

野
原　

克
美

知
立
市　
　

久　

田　
　

節　

子

春
日
井
市　

須　

藤　
　

好　

明

常
滑
市　
　

森　

川　
　

晃　

好

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

中
津
川
市　

三　

井　
　

正　

已

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

豊
明
市　
　

近　

藤　
　

正　

子

丹
羽
郡　
　

㈲
大
矢
設
備

　

〃　
　
　

西　

山　
　

邦　

彦

犬
山
市　
　

河　

田　
　

好　

弘

　

〃　
　
　

河　

田　
　

敏　

和

名
古
屋
市　

秋　

元　
　

亮　

二

　

〃　
　
　

㈱
岡
野

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野　

一
朗

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

   

八
月
四
日
︑
港
ト
ラ
ッ
ク
成
田

講
︵
講
元
＝
山
本
敦
氏
︶
で
は
︑

物
故
者
法
要
と
併
せ
て
信
徒
会
館

三
階
に
て
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

講
社
役
員
の
任
命
が
行
わ
れ
ま
し

た
︒
六
名
の
任
命
を
代
表
し
ま
し

て
新
講
元
の
山
本
敦
氏
が
当
山
僧

侶
よ
り
任
命
書
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
︒　
　
　
　
　
　
　
　

上
林
記

　

当
紙
今
月
号
は
い
か
が
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
︒
第
一
面
の﹃
教
苑
﹄

に
は
蒲
郡
市
竹
島
水
族
館
の
小
林

龍
二
館
長
よ
り
︑
同
水
族
館
に
関

す
る
興
味
深
き
お
話
を
ご
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
︒
い
ま
や
目
を
見

張
る
ほ
ど
の
大
人
気
を
誇
る
竹
島

水
族
館
と
小
林
館
長
と
の
ご
活
躍

は
︑
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
︒

　

さ
て
︑
今
か
ら
五
十
年
以
上
前

の
話
で
す
︒
当
時
小
学
生
で
あ
っ

た
私
が
某
書
籍
に
て
次
の
よ
う
な

こ
と
を
知
り
得
ま
し
た
︒

　
魚
と
い
う
漢
字
を
『
さ
か
な
』

と
読
む
の
は
間
違
い
。
正
し
く
は

『
う
お
』
と
読
む
。

　

現
在
は
主
流
で
あ
り
︑
か
つ
正

し
い
読
み
方
と
思
わ
れ
て
い
る

﹃
さ
か
な
﹄で
す
が
︑な
ぜ
当
時
は
︑

﹁
さ
か
な
﹂
と
い
う
読
み
方
が
間

違
い
と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
疑
問
を
調
べ
て
み
て
下
さ

い
︒
言
葉
に
関
す
る
新
た
な
知
識

が
得
ら
れ
ま
す
︒　
　
　

杉
浦
記

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　
　
講
社
役
員
任
命

中
二
　
橋
本
　
陽
葵
　

小
六
　
青
木
　
惟
央
理

小
五
　
齋
藤
　
菜
々
緒

︻
評
︼
行
書
の
運
筆
が
す
ば
ら
し
い

で
す
。

︻
評
︼
ど
う
ど
う
と
し
っ
か
り

て
い
ね
い
に
書
け
ま
し
た
。

︻
評
︼
の
び
の
び
と
し
っ
か
り
書

け
ま
し
た
。

紙
上
書
道
展

八
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

八
月
の
登
山
講
社

編
集
室
よ
り

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

八　

月

10 月の成田山行事
お不動さまの御縁日
　　毎月 1日、15日、28日
◆七五三まいり
　　10 月 1日～ 11 月 30 日
◆ご詠歌講習会　7日、25 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆ほうろく灸　21日　弘法堂
◆写経会　28 日 信徒会館 3階

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

10 月開催予定の「学童席上揮
毫大会」は中止いたします。

◆
期
　
　
　
間
　
十
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日

◆
ご
祈
祷
時
間
　
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

◆
と

こ

ろ
　
本
　
堂

◆
ご
祈
祷
料
　
五
千
円
以
上
（
御
札
、
お
守
り
、

　
　
　
　
　
　
　
千
歳
飴
、ジ
ュ
ー
ス
、日
本
モ
ン
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク
招
待
券
付
き
）

﹃
七
五
三
ま
い
り
﹄
の
ご
案
内

護ご

ま

ぎ

摩
木
の
お
す
す
め

　

お
護
摩
祈
祷
に
て
お
焚
き

上
げ
し
、
お
願
い
事
が
成
就

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。
お
名
前
と
お
願
い

事
を
お
書
き
の
上
、
お
申
込

み
下
さ
い
。

　

初
穂
料
三
百
円
以
上

　
　
　
　

五
百
円
以
上（
大
）

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎


